
自立化計画
　１．運営体制
  　（１）役割分担  
　　　　開発するカリキュラムに基づき、何を行うのか具体的に記述する。
　　　※　高専のノウハウを活用した人材育成プログラムで、管理法人を中心に、地域の関係機関のネットワークの中で、企業の人材育成の商売ができる（つながる）といった発想を活かして、事業後のイメージを書いて下さい。
	①管理法人
②高等専門学校
③産業界
④協力機関（産業支援機関）
⑤協力機関（教育支援機関）



　（２）普及・参加促進をどのように図っていくか。（顧客を広げるか）
	①企業経営者に向けて
②技術担当者（受講対象）に向けて
③その他のポイント


  ２．スケジュール
　　※　役割分担等、１．での内容を踏まえて、時間軸でやることを整理する。
	①事業実施後（１～３年間）に行うこと
②事業実施後（３～５年間）に行うこと



　３．自己負担の設定（導入のタイミング、金額等）
　　※　事業見通し（４．の収支見込み等）を踏まえて、事業終了後、各機関でどのように分担し、企業からの受講料の導入等について、どのように設計するか（見通し）。
	


  ４．収支見込み
　　※　事業実施後、３～５年間の見通し。
　　　継続可能な持ち出し額や受講料導入などを含めた収支バランスを考える。（見通し）
	


  ５．該当地域の自治体（県や市）理解、協力体制
	



